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３ 研究目的 

画像認識技術を活用した新しいフローレットカッターを開発すると

ともに、開発機に適したブロッコリーの栽培方法を確立し、加工・業務

用ブロッコリーの生産効率を大幅に向上させる。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

「革新的シーズ開発実現型」 
①  動作安定性の向上及び運用効率改善 

躯体・構造の強化および作物を安定的に把持可能な手法を確立するとともに、

カット機への連続投入可能な機構及び並列処理システムを構築する。 
（株式会社レグミン） 
 

②  花蕾カット精度の改善 

画像認識技術を活用した「高精度切断位置判定アルゴリズム」を構築する。 
（株式会社レグミン） 

    

「栽培体系改良型」 
③ フローレットカット加工に適したブロッコリー品種の選定 
  既存品種の中から、高収量かつフローレット加工適正の高い品種を絞り込む。 
  （農研機構） 
 

④ 花蕾形状斉一化のための栽植密度の策定及び潅水方法の確立 
栽植密度および潅水条件が花蕾斉一性に与える影響を解明し、フローレット

加工に最適な形状の花蕾を収穫できる栽培条件を明らかにする。 
  （農研機構） 
   

５ 最終目標 

新たなカット機の開発およびそれに適した栽培体系の確立により、①

フローレットカッターの複数台運用によるカット工程の生産量５倍以

上、および②カット歩留り（成功率）90％以上を目指す。 

 

６ 期待される効果・貢献 

加工・業務用ブロッコリーの国内生産量の拡大とともに、輸入依存

から国産への切替え加速に貢献。 
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